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• 人工知能に関する研究は50年以上前から行われているが、2006年のトロント大学 Geoffrey Hinton 氏らの研究グループによる脳の神
経ネットワークを再現したディープラーニング（深層学習）の発表をきっかけとして、研究開発・市場展開が急速に進んでいる。 

• 人工知能に関する米国特許出願件数も2006年以降増加傾向。しかし、その件数の大部分を米国企業が占め、論文数で比較しても日本
は10位にとどまる。 

AIを取り巻く最近の動向 

人工知能の基礎技術と適用の流れ 人工知能に関する米国特許出願件数の年推移 

出所）NEDO,TSC Foresight 人工知能分野の技術戦略策定に向けて（2015年11月） 
出所）NEDO,TSC Foresight 人工知能分野の技術戦略策定に向けて（2015年11月） 
及び総務省”平成26年度情報通信白書”よりMRI作成 

順位 件数 シェア（%） 

1 米国 792 27.8% 

2 英国 247 8.7% 

3 スペイン 180 6.3% 

4 フランス 169 5.9% 

5 中国 166 5.8% 

6 カナダ 162 5.7% 

7 ドイツ 162 5.7% 

8 イタリア 143 5.0% 

9 オーストラリア 118 4.1% 

10 日本 94 3.3% 

その他 616 21.6% 

合計 2,849 100.0% 

人工知能の概念 
1947年にアラン 

・チューリングによって 
提唱 2006年 

Geoffrey Hinton氏（カナダ、トロント大学） 
らの研究グループが 

ディープ・ラーニングを考案 
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2011年 

・IBMのWatsonがクイズ番組で優勝 
・Apple Siri発表 

国別の人工知能の論文数（1995年～ 2014年） 

1997年 
IBMの“Deep Blue”が 
チェス世界王者に勝利 

 
 
 

1979年 
福島邦彦氏による 

ネオコグニトロン※の 
発表 

（CNNの原型） 

※ネオコグニトロン： 
視覚パターン認識に関する 
階層型神経回路モデル 
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